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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主電源と、
　電池部、Ｘ線管に高電圧を印加する高電圧発生部、前記主電源を監視することによって
、前記主電源が前記高電圧発生部へ供給可能な第１の電力を算出する主電源監視部、及び
、指定された検査項目に基づいて、前記高電圧発生部で使用される電力である使用予定電
力を算出し、前記電池部から供給される電力である第２の電力を算出する算出部を含み、
被検体を検査する第１及び第２の検査部と、
　前記主電源監視部が算出した前記第１の電力の算出値と前記第２の電力の算出値との合
計である合計電力値を第１の検査部について逐次監視し、前記合計電力値が指定された閾
値を下回ったとき、第２の検査部の前記電池部から前記第１の検査部の前記高電圧発生部
へ電力を供給するように前記第２の検査部と前記第１の検査部とを制御する中央制御部と
、
　を有することを特徴とするＸ線診断装置。
【請求項２】
　前記算出部は、検査項目と検査条件とを対応付けて予め記憶する記憶部を有し、前記指
定された検査項目に対応付けられた前記検査条件を前記記憶部から読み出し、読み出した
前記検査条件に基づいて前記使用予定電力を算出することを特徴とする請求項１に記載の
Ｘ線診断装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態はＸ線診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｘ線診断装置は、Ｘ線管とＸ線検出器とを互いに対峙するように配置させ、Ｘ線管によ
り発生されたＸ線を被検体に照射し、被検体を透過したＸ線をＸ線検出器によって検出す
ることにより、被検体の内部形態を画像化する検査を行う装置である。
【０００３】
　Ｘ線診断装置を動作させるためには、その動作に必要な電力を安定的にＸ線診断装置へ
供給する主電源が必要である。この主電源として商用電源が用いられていた。また、主電
源による電力供給が不安定な地域における医療機関のため、商用電源と電池とを切り替え
て電源とするＸ線診断装置があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－１２９０８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来、商用電源と電池とを切り替えて電源とするＸ線診断装置の電池は、Ｘ線診断装置
が使用されていない間、自由放電により蓄電量が減少する。従って、電池から供給される
電力が不足することを防ぐために、電池はＸ線診断装置が使用される毎に満充電の状態に
充電されていた。それにより、電池の充放電回数が多く、電池の寿命が短かった。また、
電池は、電池からの電力供給のみによって所望の検査を行い得る容量を必要とした。換言
すると、従来のＸ線診断装置は、大容量の電池を備え、さらにその電池の寿命が短かった
。それ故、従来のＸ線診断装置はその導入コスト及び電池の交換コストが高かった。
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、主電源からの電力供給が不安定な状況において使用
でき、さらに低コストであるＸ線診断装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態のＸ線診断装置は、主電源と、電池部、Ｘ線管に高電圧を印加する高電圧発生
部、前記主電源を監視することによって、前記主電源が前記高電圧発生部へ供給可能な第
１の電力を算出する主電源監視部、及び、指定された検査項目に基づいて、前記高電圧発
生部で使用される電力である使用予定電力を算出し、前記電池部から供給される電力であ
る第２の電力を算出する算出部を含み、被検体を検査する第１及び第２の検査部と、前記
主電源監視部が算出した前記第１の電力の算出値と前記第２の電力の算出値との合計であ
る合計電力値を第１の検査部について逐次監視し、前記合計電力値が指定された閾値を下
回ったとき、第２の検査部の前記電池部から前記第１の検査部の前記高電圧発生部へ電力
を供給するように前記第２の検査部と前記第１の検査部とを制御する中央制御部と、を有
する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態のＸ線診断装置の構成を表すブロック図。
【図２Ａ】実施形態のＸ線診断装置の概略を表す模式図。
【図２Ｂ】実施形態のＸ線診断装置の概略を表す模式図。
【図２Ｃ】実施形態のＸ線診断装置の概略を表す模式図。
【図３】実施形態のＸ線診断装置の動作を表すフローチャート。
【図４】実施形態のＸ線診断装置の構成を表すブロック図。
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【図５Ａ】実施形態のＸ線診断装置の概略を表す模式図。
【図５Ｂ】実施形態のＸ線診断装置の概略を表す模式図。
【図５Ｃ】実施形態のＸ線診断装置の概略を表す模式図。
【図６】実施形態のＸ線診断装置の動作を表すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
〈第１の実施形態〉
　図１は、この実施形態のＸ線診断装置１の構成を表すブロック図である。図１において
、太線は電力供給ラインを表す。
【００１０】
［構成］
　Ｘ線診断装置１は、電力供給部１０と、画像診断部１１とを有する。
【００１１】
（電力供給部１０）
　電力供給部１０は、主電源１００と、主電源監視部１０１と、電池部１０２と、切替部
１０３とを有する。主電源１００は、高電圧発生部１１０に第１の電力を供給する。ここ
で、第１の電力とは、主電源１００から高電圧発生部１１０へ供給される電力とする。主
電源１００は、例えば交流の商用電源を含んで構成される。また、主電源１００は、自家
発電設備などの非常用発電機を含んでもよい。
【００１２】
　主電源監視部１０１は、主電源１００を監視する。主電源監視部１０１は、測定部１０
１０と第１の電力算出部１０１１とＡＣ／ＤＣ変換部１０１２とを有する。測定部１０１
０は、主電源１００から印加される電圧を測定する。第１の電力算出部１０１１は、測定
部１０１０が測定した電圧を受け、高電圧発生部１１０へ供給可能な第１の電力を算出す
る。主電源監視部１０１は、第１の電力算出部１０１１による第１の電力の算出値を受け
、電力情報部１１００へ出力する。ＡＣ／ＤＣ変換部１０１２は、主電源１００からの交
流電力を直流電力に変換して高電圧発生部１１０へ出力する。なお、主電源監視部１０１
は、電力情報部１１００を介さずに判断部１１３へ第１の電力の算出値を直接出力しても
よい。
【００１３】
　電池部１０２は、高電圧発生部１１０に第２の電力を供給する。ここで、第２の電力と
は、電池部１０２から高電圧発生部１１０へ供給される電力とする。電池部１０２は、二
次電池１０２０と充放電制御部１０２１とを有する。二次電池１０２０は、例えばリチウ
ムイオン電池やニッケル水素電池等の放電した後も充電によって繰り返し放電可能な電池
である。また、二次電池１０２０は、複数の二次電池１０２０が直列及び／又は並列に組
み合わされた組電池として構成されてもよい。充放電制御部１０２１は、画像診断部１１
からの制御信号に基づいて二次電池１０２０を充電させ、また、二次電池１０２０を放電
させる。
【００１４】
　切替部１０３は、切替制御部１１０１からの制御信号を受け、第１の電力と第２の電力
とについてのオン・オフを切り替える。図２Ａ～図２Ｄは、切替部１０３の概略を表す模
式図である。切替部１０３は、第１の切替器ＳＷ１と第２の切替器ＳＷ２とを有する。図
２Ａは、第１の切替器ＳＷ１と第２の切替器ＳＷ２とがオフである状態を表す。この状態
を第１の供給状態とする。第１の供給状態において、第１の電力が高電圧発生部１１０に
供給される。図２Ｂは、第１の切替器ＳＷ１がオンであり、第２の切替器ＳＷ２がオフで
ある状態を表す。この状態を第２の供給状態とする。第２の供給状態において、第１の電
力が高電圧発生部１１０に供給されるとともに、第１の電力が電池部１０２に供給され、
電池部１０２が充電される。図２Ｃは、第１の切替器ＳＷ１がオフであり、第２の切替器
ＳＷ２がオンである状態を表す。この状態を第３の供給状態とする。第３の供給状態にお
いて、電池部１０２から第２の電力が放電され、第１の電力とともに第２の電力が高電圧
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発生部１１０に供給される。
【００１５】
（画像診断部１１）
　画像診断部１１は、高電圧発生部１１０と、Ｘ線管１１１と、算出部１１２と、判断部
１１３と、制御部１１４と、操作部１１５と、表示部１１６と、検出部１１７と、画像生
成部１１８とを有する。高電圧発生部１１０は、Ｘ線管１１１に高電圧を印加する。また
、高電圧発生部１１０は、電力情報部１１００と切替制御部１１０１とを有する。電力情
報部１１００は、主電源監視部１０１から第１の電力の算出値を受け、制御部１１４へ出
力する。切替制御部１１０１は、制御部１１４からの指示に基づいて、制御信号を切替部
１０３へ出力する。Ｘ線管１１１は、高電圧発生部１１０から印加された電圧に基づいて
、Ｘ線を発生する。
【００１６】
　算出部１１２は、指定された検査項目に基づいて、高電圧発生部１１０で使用される電
力である使用予定電力を算出する。検査項目は、例えばユーザによって操作部１１５及び
制御部１１４を介して指定される。算出部１１２は、指定された検査項目に対応付けられ
た検査条件を記憶部１１２３から読み出し、読み出した検査条件に基づいて使用予定電力
を算出する。検査条件とは、例えば、Ｘ線撮影の撮影枚数、Ｘ線透視の透視時間、Ｘ線管
１１１の管電圧及び管電流である。算出部１１２は、例えば、管電流及び管電圧と撮影枚
数との乗算、又は管電流及び管電圧と透視時間との乗算によって使用予定電力を算出する
。算出部１１２は、使用予定電力の算出値を判断部１１３へ出力する。
【００１７】
　また、算出部１１２は、蓄電量算出部１１２０と、第２の電力算出部１１２１と、時間
算出部１１２２と、記憶部１１２３とを有する。蓄電量算出部１１２０は、電池部１０２
の蓄電量を算出する。例えば蓄電量算出部１１２０は、電池部１０２の二次電池１０２０
の容量及び充電特性を予め記憶する。ここで、充電特性とは、二次電池１０２０の端子電
圧と充電率との相関を表すものである。蓄電量算出部１１２０は二次電池１０２０の端子
電圧を測定し、測定した電池電圧と充電特性とを参照することによって、二次電池１０２
０の充電率を算出する。蓄電量算出部１１２０は、算出した充電率と予め記憶した容量と
の乗算によって蓄電量を算出する。蓄電量算出部１１２０は、算出した蓄電量を第２の電
力算出部１１２１へ出力する。
【００１８】
　第２の電力算出部１１２１は、蓄電量算出部１１２０による蓄電量に基づき、電池部１
０２から高電圧発生部１１０へ供給される電力である第２の電力を算出する。例えば第２
の電力算出部１１２１は、二次電池１０２０の容量及び放電特性を予め記憶する。ここで
、放電特性とは、二次電池１０２０の放電容量と端子電圧との相関を表すものである。第
２の電力算出部１１２１は、蓄電量と放電容量とを参照することによって、第２の電力を
算出する。第２の電力算出部１１２１は、算出した第２の電力の算出値を判断部１１３へ
出力する。
【００１９】
　時間算出部１１２２は、電池部１０２を充電するための時間である充電時間を算出する
。このとき、時間算出部１１２２は、算出部１１２による使用予定電力の算出値と判断部
１１３による合計電力値との差分を充電量として求める。また、時間算出部１１２２は、
求めた充電量と充電条件と二次電池１０２０の容量とに基づいて充電時間を算出する。例
えば時間算出部１１２２は、充電電流値が一定であるとき、その充電電流値と二次電池１
０２０の容量とに基づいて、充電開始から二次電池１０２０の蓄電量が求めた充電量に達
するまでの時間を充電時間として算出する。時間算出部１１２２は、求めた充電時間を表
示制御部１１４０へ出力する。
【００２０】
　記憶部１１２３は、検査項目と検査条件とを対応付けて予め記憶する。検査条件とは、
例えば、Ｘ線撮影の撮影枚数、Ｘ線透視の透視時間、Ｘ線管１１１の管電圧及び管電流で
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ある。
【００２１】
　判断部１１３は、主電源監視部１０１が算出した第１の電力の算出値と算出部１１２が
算出した使用予定電力の算出値とを受け、第１の電力の算出値と使用予定電力の算出値と
を比較し、第１の電力の算出値が使用予定電力の算出値より少ないか否かを判断する。ま
た、判断部１１３は、第１の電力の算出値が使用予定電力の算出値より少ないと判断した
とき、さらに第１の電力の算出値及び第２の電力算出部１１２１による第２の電力の算出
値の合計である合計電力値を求め、求めた合計電力値が使用予定電力の算出値より少ない
か否かを判断する。判断部１１３は、判断結果を制御部１１４へ出力する。
【００２２】
　制御部１１４は、判断部１１３からの入力に基づいて、切替制御部１１０１を介して制
御信号を切替部１０３へ送り、第１の切替器ＳＷ１と第２の切替器ＳＷ２とを制御する。
制御部１１４は、判断部１１３により第１の電力の算出値が使用予定電力の算出値より少
ないと判断されたとき、第１の電力とともに第２の電力を高電圧発生部１１０に供給させ
る。制御部１１４が第２の電力を高電圧発生部１１０に供給させるとき、制御部１１４は
、切替制御部１１０１を介して制御信号を切替部１０３へ出力し、切替部１０３を第３の
供給状態にさせる。また、制御部１１４は、判断部１１３により合計電力値が使用予定電
力の算出値より少ないと判断されたとき、電池部１０２を充電させた後、第２の電力を高
電圧発生部１１０に供給させる。制御部１１４が電池部１０２を充電させるとき、制御部
１１４は、ユーザによる検査開始指示を操作部１１５から受け、切替制御部１１０１を介
して制御信号を切替部１０３へ出力し、切替部１０３を第２の供給状態にさせる。すなわ
ち、制御部１１４は、検査開始指示をトリガとして、切替部１０３を第２の供給状態にさ
せ、電池部１０２への充電を開始させる。そして制御部１１４が第２の電力を高電圧発生
部１１０に供給させるとき、制御部１１４は、前述したように切替部１０３を制御して第
３の供給状態にさせる。なお、制御部１１４は、判断部１１３により第１の電力の算出値
が使用予定電力の算出値より少なくないと判断されたとき、切替制御部１１０１を介して
制御信号を切替部１０３へ出力し、切替部１０３を第１の供給状態にさせる。また、制御
部１１４は、判断部１１３により合計電力値が使用予定電力の算出値より少なくないと判
断されたとき、前述したように切替部１０３を制御して第３の供給状態にさせる。なお、
制御部１１４は、切替制御部１１０１を介さずに切替部１０３へ制御信号を直接出力して
もよい。
【００２３】
　また、制御部１１４は、表示制御部１１４０を有する。表示制御部１１４０は、時間算
出部１１２２から受けた充電時間を表示部１１６に表示させる。また、表示制御部１１４
０は、画像生成部１１８から受けた画像を表示部１１６に表示させる。
【００２４】
　操作部１１５は、ユーザによる操作を受けて、この操作の内容に応じた信号や情報を装
置各部に入力する。操作部１１５は、例えば、キーボード、マウス、各種スイッチ等によ
り構成される。
【００２５】
　表示部１１６は、例えば、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）
、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）等の表示デバイスによって構成される。
【００２６】
　検出部１１７は、Ｘ線を検出して検出データを出力する。検出部１１７は、例えばイメ
ージ・インテンシファイアやＸ線平面検出器などにより構成される。
【００２７】
　画像生成部１１８は、検出部１１７からの検出データに基づいて画像を形成する。画像
生成部１１８は、検出部１１７から受けた検出データをデジタル信号に変換し、更に各種
の画像処理などを行って画像（画像データ）を生成するように機能するコンピュータを含
んで構成される。画像生成部１１８は、生成した画像を表示制御部１１４０へ出力する。
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【００２８】
［動作］
　図３は、この実施形態のＸ線診断装置１の動作を表すフローチャートである。
【００２９】
（Ｓ０１）
　算出部１１２は、指定された検査項目に基づいて、高電圧発生部１１０で使用される電
力である使用予定電力を算出する。また、算出部１１２は、使用予定電力の算出値を判断
部１１３へ出力する。
【００３０】
（Ｓ０２）
　主電源監視部１０１は、主電源１００による第１の電力を監視することによって、高電
圧発生部１１０へ供給可能な第１の電力を算出する。主電源監視部１０１は、第１の電力
の算出値を電力情報部１１００へ出力する。電力情報部１１００は、第１の電力の算出値
を判断部１１３へ出力する。
【００３１】
（Ｓ０３）
　判断部１１３は、主電源監視部１０１が算出した第１の電力の算出値と算出部１１２が
算出した使用予定電力の算出値とを受け、第１の電力の算出値と使用予定電力の算出値と
を比較し、第１の電力の算出値が使用予定電力の算出値より少ないか否かを判断する。第
１の電力の算出値が使用予定電力の算出値より少なくないとき、ステップＳ０４へ進む。
第１の電力の算出値が使用予定電力の算出値より少ないとき、ステップＳ０６へ進む。
【００３２】
（Ｓ０４）
　制御部１１４は、切替制御部１１０１を介して制御信号を切替部１０３へ出力し、切替
部１０３を第１の供給状態にさせる。
【００３３】
（Ｓ０５）
　高電圧発生部１１０は、第１の電力を受けてＸ線管１１１に高電圧を印加する。Ｘ線管
１１１は、高電圧発生部１１０から印加された電圧に基づいて、Ｘ線を発生する。
【００３４】
（Ｓ０６）
　蓄電量算出部１１２０は、電池部１０２の蓄電量を算出する。第２の電力算出部１１２
１は、蓄電量算出部１１２０による蓄電量に基づき、電池部１０２から高電圧発生部１１
０へ供給される電力である第２の電力を算出する。第２の電力算出部１１２１は、算出し
た第２の電力の算出値を判断部１１３へ出力する。
【００３５】
（Ｓ０７）
　判断部１１３は、第１の電力の算出値及び第２の電力算出部１１２１による第２の電力
の算出値の合計である合計電力値を求め、求めた合計電力値が使用予定電力の算出値より
少ないか否かを判断する。合計電力値が使用電力値より少ないとき、ステップＳ０８へ進
む。合計電力値が使用電力値より少なくないとき、ステップＳ１０へ進む。
【００３６】
（Ｓ０８）
　制御部１１４は、ユーザによる検査開始指示を操作部１１５から受け、切替制御部１１
０１を介して制御信号を切替部１０３へ出力し、切替部１０３を第２の供給状態にさせる
。
【００３７】
（Ｓ０９）
　電池部１０２は、第１の電力を主電源１００から受けることにより、充電される。この
とき、時間算出部１１２２は、電池部１０２を充電するための時間である充電時間を算出
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してもよい。表示制御部１１４０は、時間算出部１１２２から受けた充電時間を表示部１
１６に表示させる。
【００３８】
（Ｓ１０）
　制御部１１４は、切替制御部１１０１を介して制御信号を切替部１０３へ出力し、切替
部１０３を第３の供給状態にさせる。
【００３９】
（Ｓ１１）
　高電圧発生部１１０は、第１の電力と第２の電力とを受けてＸ線管１１１に高電圧を印
加する。Ｘ線管１１１は、高電圧発生部１１０から印加された電圧に基づいて、Ｘ線を発
生する。以上で図３のフローチャートに示す動作を終了する。
【００４０】
［効果］
　この実施形態のＸ線診断装置１の効果を説明する。
【００４１】
　Ｘ線診断装置１は、高電圧発生部１１０と、主電源１００と、電池部１０２と、主電源
監視部１０１と、算出部１１２と、判断部１１３と、制御部１１４とを有する。高電圧発
生部１１０は、Ｘ線管１１１に高電圧を印加する。主電源監視部１０１は、主電源１００
を監視することによって、主電源１００が高電圧発生部１１０へ供給可能な第１の電力の
電力量である第１の電力を算出する。算出部１１２は、指定された検査項目に基づいて、
高電圧発生部１１０で使用される電力である使用予定電力を算出する。判断部１１３は、
主電源監視部１０１が算出した第１の電力の算出値と算出部１１２が算出した使用予定電
力の算出値とを受け、第１の電力の算出値と使用予定電力の算出値とを比較し、第１の電
力の算出値が使用予定電力の算出値より少ないか否かを判断する。制御部１１４は、判断
部１１３により第１の電力量が使用予定電力量より少ないと判断されたとき、第１の電力
とともに電池部１０２から供給される電力である第２の電力を高電圧発生部１１０へ供給
させる。このように、主電源１００からの電力供給が不安定な状況において、高電圧発生
部１１０は、主電源１００と電池部１０２との双方から電力供給を受け、Ｘ線管１１１に
高電圧を印加する。それにより、第２の電力のみで使用予定電力を賄う必要がないので、
Ｘ線診断装置１に搭載される電池部１０２の容量を小さくすることができ、低コストとな
る。また、電池部１０２は、第１の電力のみで使用予定電力を賄うことができるときには
放電せず、第１の電力のみで使用予定電力を賄うことができないときに放電する。それに
より、電池部１０２の放電回数が減少し、電池部１０２の寿命が増大するので、電池部１
０２の交換コストを低減することができる。従って、主電源１００からの電力供給が不安
定な状況において使用でき、さらに低コストであるＸ線診断装置１を提供することができ
る。
【００４２】
　また、算出部１１２は、蓄電量算出部１１２０と、第２の電力算出部１１２１とを有し
てもよい。蓄電量算出部１１２０は、電池部１０２の蓄電量を算出する。第２の電力算出
部１１２１は、蓄電量に基づき第２の電力を算出する。判断部１１３は、第１の電力の算
出値が使用予定電力の算出値より少ないと判断したとき、さらに第１の電力の算出値及び
第２の電力の算出値の合計である合計電力値が使用予定電力の算出値より少ないか否かを
判断する。制御部１１４は、判断部１１３により合計電力値が使用予定電力の算出値より
少ないと判断されたとき、電池部１０２を充電させた後、第２の電力を高電圧発生部１１
０に供給させる。このように、合計電力値が使用予定電力の算出値より少ないときにのみ
電池部１０２は充電される。それにより、電池部１０２の充放電回数が減少し、電池部１
０２の寿命が増大するので、電池部１０２の交換コストを低減することができる。従って
、主電源１００からの電力供給が不安定な状況において使用でき、さらに低コストである
Ｘ線診断装置１を提供することができる。なお、算出部１１２は、時間算出部１１２２を
有してもよい。時間算出部１１２２は、電池部１０２を充電するための時間である充電時



(8) JP 6132572 B2 2017.5.24

10

20

30

40

50

間を算出する。制御部１１４は表示制御部１１４０を有し、表示制御部１１４０は充電時
間を表示部１１６に表示させる。それにより、ユーザは充電時間を簡便に把握し、Ｘ線診
断作業を円滑に行うことができる。
【００４３】
　また、算出部１１２は、検査項目と検査条件とを対応付けて予め記憶する記憶部１１２
３を有し、指定された検査項目に対応付けられた検査条件を記憶部１１２３から読み出し
、読み出した検査条件に基づいて使用予定電力を算出してもよい。それにより、算出部１
１２は使用予定電力を精度よく算出することができる。
【００４４】
〈第２の実施形態〉
［構成］
　図４は、この実施形態のＸ線診断装置２の構成を表すブロック図である。図４において
、太線は電力供給ラインを表す。なお、第２の実施形態において、第１の実施形態と同じ
構成については同一符号を付してその説明を省略し、異なる構成について主に説明する。
【００４５】
　Ｘ線診断装置２は、主電源１００と、中央制御部２０と、中央表示部２１と、複数の検
査部２２とを有する。検査部２２は、被検体を検査する。検査部２２は、主電源監視部１
０１と、電池部１０２と、切替部２２０と、画像診断部１１とを有する。
【００４６】
　中央制御部２０は、一方の検査部２２の電池部１０２から他方の検査部２２の画像診断
部１１へ電力を供給するように各検査部の切替部を制御する。ここで、電力供給を受ける
検査部を第１の検査部２２Ａ、第１の検査部２２Ａへ電力を供給する検査部を第２の検査
部２２Ｂとする。中央制御部２０は、中央記憶部２００と中央切替制御部２０１とを有す
る。中央記憶部２００は、各検査部の検査項目と、使用予定電力の算出値と、第１の電力
の算出値と、第２の電力の算出値と、蓄電量とを各検査部から受け、記憶する。中央切替
制御部２０１は、第１の検査部２２Ａによる検査中に、第１の検査部２２Ａの合計電力値
を逐次監視し、第１の検査部２２Ａの合計電力値が閾値を下回ったとき、第２の検査部２
２Ｂの電池部１０２Ｂに充電させるように第２の検査部２２Ｂの切替部２２０Ｂを制御す
る。そして中央切替制御部２０１は、第２の検査部２２Ｂの電池部１０２Ｂから第１の検
査部２２Ａの画像診断部１１Ａへ電力が供給されるように各検査部の切替部を制御する。
【００４７】
　例えば第１の検査部２２Ａが複数のＸ線画像を撮影するとき、Ｘ線画像を撮影する毎に
第１の検査部２２Ａの電池部１０２Ａの蓄電量が減少する。複数のＸ線画像の撮影中に、
第１の検査部２２Ａの合計電力が不足することを防ぐため、中央切替制御部２０１は、第
１の検査部２２Ａの合計電力値を一定の時間間隔で監視し、第１の検査部２２Ａの合計電
力値が閾値を下回ったとき、第２の検査部２２Ｂの電池部１０２Ｂの充電を開始し、その
充電後に第２の検査部２２Ｂから第１の検査部２２Ａへ電力を供給させる。閾値は、第１
の検査部２２Ａの合計電力が不足する前に、第２の検査部２２Ｂの電池部１０２Ｂの充電
が終了するように予めユーザにより指定される。また、中央制御部２０が、中央記憶部２
００に記憶された、各検査部の使用予定電力の算出値と、第１の電力の算出値と、第２の
電力の算出値と、蓄電量とを読み出して算出することによって閾値を指定してもよい。
【００４８】
　図５Ａ～図５Ｃは、切替部の概略を表す模式図である。図５Ａは、第１の検査部２２Ａ
の第１の切替器ＳＷ１Ａがオフ、第２の切替器ＳＷ２Ａがオン、第３の切替器ＳＷ３Ａが
オフであり、第２の検査部２２Ｂの第１の切替器ＳＷ１Ｂと第２の切替器ＳＷ２Ｂと第３
の切替器ＳＷ３Ｂとがオフである状態を表す。この状態を第４の供給状態とする。第４の
供給状態において、主電源１００からの第１の電力と、第１の検査部２２Ａの電池部１０
２Ａからの第２の電力とが第１の検査部２２Ａの画像診断部１１Ａへ供給される。図５Ｂ
は、第１の検査部２２Ａの第１の切替器ＳＷ１Ａがオフ、第２の切替器ＳＷ２Ａがオン、
第３の切替器ＳＷ３Ａがオフであり、第２の検査部２２Ｂの第１の切替器ＳＷ１Ｂがオン
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、第２の切替器ＳＷ２Ｂと第３の切替器ＳＷ３Ｂとがオフである状態を表す。この状態を
第５の供給状態とする。第５の供給状態において、主電源１００からの第１の電力と、第
１の検査部２２Ａの電池部１０２Ａからの第２の電力とが第１の検査部２２Ａの画像診断
部１１Ａへ供給されるとともに、第２の検査部２２Ｂの電池部１０２Ｂが充電される。図
５Ｃは、第１の検査部２２Ａの第１の切替器ＳＷ１Ａがオフ、第２の切替器ＳＷ２Ａと第
３の切替器ＳＷ３Ａとがオンであり、第２の検査部２２Ｂの第１の切替器ＳＷ１Ｂと第２
の切替器ＳＷ２Ｂとがオフ、第３の切替器ＳＷ３Ｂがオンである状態を表す。この状態を
第６の供給状態とする。第６の供給状態において、主電源１００からの第１の電力と、第
１の検査部２２Ａの電池部１０２Ａからの第２の電力と、第２の検査部２２Ｂの電池部１
０２Ｂからの電力とが第１の検査部２２Ａの画像診断部１１Ａへ供給される。
【００４９】
　中央表示部２１は、中央記憶部２００に記憶された各検査部の検査項目と、使用予定電
力量と、第１の電力量と、第２の電力量と、蓄電量とを表示する。
【００５０】
［動作］
　図６は、この実施形態のＸ線診断装置２の動作を表すフローチャートである。
【００５１】
（Ｓ２１）
　中央切替制御部２０１は、各検査部の切替部を制御して、第４の供給状態にさせる。
【００５２】
（Ｓ２２）
　第１の検査部２２Ａは、主電源１００からの第１の電力と、第１の検査部２２Ａの電池
部１０２Ａからの第２の電力とを受け、検査を実施する。
【００５３】
（Ｓ２３）
　中央切替制御部２０１は、第１の検査部２２Ａの合計電力値を監視し、閾値と比較する
。合計電力値が閾値を下回らないとき、ステップＳ２４へ進む。合計電力値が閾値を下回
ったとき、ステップＳ２５に進む。
【００５４】
（Ｓ２４）
　検査を続行するとき、ステップＳ２２に戻る。検査を続行しないとき、動作を終了する
。
【００５５】
（Ｓ２５）
　中央切替制御部２０１は、各検査部の切替部を制御して、第５の供給状態にさせる。
【００５６】
（Ｓ２６）
　第２の検査部２２Ｂの電池部１０２Ｂは、主電源１００からの電力を受け、充電される
。
【００５７】
（Ｓ２７）
　中央切替制御部２０１は、各検査部の切替部を制御して、第６の供給状態にさせる。
【００５８】
（Ｓ２８）
　第１の検査部２２Ａは、主電源１００からの第１の電力と、第１の検査部２２Ａの電池
部１０２Ａからの第２の電力と、第２の検査部２２Ｂの電池部１０２Ｂからの電力とを受
け、検査を実施する。
【００５９】
（Ｓ２９）
　検査を続行するとき、ステップＳ２８に戻る。検査を続行しないとき、動作を終了する
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。以上で図６のフローチャートに示す動作を終了する。
【００６０】
［効果］
　この実施形態のＸ線診断装置２の効果を説明する。
【００６１】
　Ｘ線診断装置２は、中央制御部２０を有する。中央制御部２０は、第２の検査部２２Ｂ
の電池部１０２Ｂから第１の検査部２２Ａの画像診断部１１Ａへ電力を供給するように各
検査部の切替部を制御する。中央制御部２０は、中央記憶部２００と中央切替制御部２０
１とを有する。中央記憶部２００は、各検査部の検査項目と、使用予定電力の算出値と、
第１の電力の算出値と、第２の電力の算出値と、蓄電量とを各検査部から受け、記憶する
。中央切替制御部２０１は、第１の検査部２２Ａによる検査中に、第１の検査部２２Ａの
合計電力値を逐次監視し、第１の検査部２２Ａの合計電力量値が閾値を下回ったとき、第
２の検査部２２Ｂの電池部１０２Ｂに充電させるように第２の検査部２２Ｂの切替部２２
０Ｂを制御する。そして中央切替制御部２０１は、第２の検査部２２Ｂの電池部１０２Ｂ
から第１の検査部２２Ａの画像診断部１１Ａへ電力が供給されるように各検査部の切替部
を制御する。このように、Ｘ線診断装置２は検査中に第１の検査部２２Ａの合計電力が不
足し得るときにのみ、第２の検査部２２Ｂの電池部１０２Ｂを充電し、その充電後、第２
の検査部２２Ｂの電池部１０２Ｂから第１の検査部２２Ａの画像診断部１１Ａへ電力を供
給させる。それにより、電池部１０２の放電回数が減少し、電池部１０２の寿命が増大す
るので、電池部１０２の交換コストを低減することができる。従って、主電源１００から
の電力供給が不安定な状況において使用でき、さらに低コストであるＸ線診断装置２を提
供することができる。
【００６２】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【００６３】
　１、２　　　Ｘ線診断装置
　１０　　電力供給部
　１１　　画像診断部
　２０　　中央制御部
　２１　　中央表示部
　２２　　検査部
　１００　主電源
　１０１　主電源監視部
　１０２　電池部
　１０３、２２０　切替部
　１１０　高電圧発生部
　１１１　Ｘ線管
　１１２　算出部
　１１３　判断部
　１１４　制御部
　１１５　操作部
　１１６　表示部
　１１７　検出部
　１１８　画像生成部
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　２００　中央記憶部
　２０１　中央切替制御部
　１０１０　測定部
　１０１１　第１の電力算出部
　１０１２　ＡＣ／ＤＣ変換部
　１０２０　二次電池
　１０２１　充放電制御部
　１１００　電力情報部
　１１０１　切替制御部
　１１２０　蓄電量算出部
　１１２１　第２の電力算出部
　１１２２　時間算出部
　１１２３　記憶部
　１１４０　表示制御部

【図１】 【図２Ａ】
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【図３】 【図４】
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